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＜グロース＞投資に関する説明会開催状況について 

 
以下のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

●開催状況 
開催日時：2023 年 3月 8日（水） 16：00～17：00 
開催方法：オンラインによる開催 

 
●添付資料 

2023年 6 月期 第 38期 第２四半期決算資料 
 

以上 
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第38期第2Q(2022/12)連結業績

 自社ブランド製品販売は順調に推移したものの、特にコロナ禍終了の兆しを受けて、海外販売が減少した
ことより、対前期比では減収減益となりました。

 第37期第2Q(2021/12)業績比

売上高及び総利益の減収減益
自社ブランド国内販売は順調に推移したも
のの、海外販売の減少、PCR試薬保険点数

の見直しにより売上総利益現象の影響を受
けています。

販管費は前期比増加
研究開発費は製品応用開発費用の一巡で
179百万円(前年同期比23.1％減)と減少したも
のの製品販売活動費や人件費等の増加によ
り、前期比増加となりました。

1

2

(単位:百万円)

1

2

対前期比増減額
(増減率)

-468
(-13.0%)

+118
(+10.3%)
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第38期(2023/6)連結業績見通し

 当期は、主としてコロナ禍の終息に伴う海外受注減少により対前期比減収減益の影響を受ける見込みです。

 第37期(2022/6)業績比

売上高及び総利益の減収減益

日本国内における自社ブランド製品である全自
動PCR検査装置及びそれに付随する専用試薬・

消耗品の販売は好調に推移しているものの、一
方で海外販売においては、コロナ禍の終息の兆
しに伴う影響により、装置並びに専用試薬・消
耗品に関する受注減を見込んでいます。

販管費は前期比増加
人件費関連と販売活動の費用増を見込んでいます。

特別損失の計上

当社における資金流出事案の発生に伴う特別損失
の計上を見込んでいます。

1

3

2

(単位:百万円)

2

対前期比増減額
(増減率)

3

2

1

3

-1,434
(-19.2%)

+166
(+7.1%)

-895



資金流出事案の発生と特別損失計上について

このたび、当社におきまして、海外輸入品に関する資金支払い手続きに対して、
悪意ある第三者による虚偽の指示に基づき資金を流出させる事態が発生いたしま
した。当社は、資金流出後にまもなく、指示が虚偽であることに気付き、犯罪に
巻き込まれた可能性が高いと判断し、弁護士を含めた対策チームを編成のうえ、
捜査機関に対して被害の届け出を行いました。

【事案の概要】
最大損失見込額：約55 百万円
事案発生日：2022 年12月中旬から2023年1月中旬

本件につきましては、捜査上の機密保持のため、現時点ではこれ以上の詳細の開示は差し控え
させていただきますこと、ご理解とご了承の程、よろしくお願い申しあげます。
株主の皆さまをはじめ多くの皆さまに、今回の悪意ある第三者の不正行為による被害を防止でき
なかったことにつきまして、深くお詫び申しあげます。
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製品名 事業提携先 提携内容

geneLEAD VIII 国内ライフサイエンス企業 相手先PCR試薬での自動検出

geneLEAD VIII 地域（アジア）ディストリビューター 相手先PCR試薬での自動検出

geneLEAD 24 グローバルなバイオ・ヘルスケア企業 相手先PCR試薬での自動検出

geneLEAD 24 動物ペット業界での世界的企業 相手先PCR試薬での自動検出

geneLEAD 24 世界的な食品他検査企業 相手先PCR試薬での自動検出

magLEAD 24 世界的ライフサイエンス企業 多様な目的に応える最先端の抽出・
前処理装置の開発

magLEAD 96 世界的ライフサイエンス企業 ミドルボリュームでのハイスルー
プット抽出・前処理装置の開発

magLEAD 12 地域（米州）ディストリビューター 数量コミットにより顧客向けにマイ
ナーチェンジし発売

PSSが進める主要顧客との提携PJの一部
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中期事業計画ついて

2020年から2023年に至るコロナ禍の中、PSSは自動化したPCR検査による蔓延対策に
PSSグループ企業一体となって取り組み一定の成果を上げ得たものと考えています。
この3ヶ年間で医療機関の規模に応じてご利用頂ける多様な正確かつ、操作性の良い
PCR 検査システムを実現し、ワールドワイドに約1,500台が導入され非常に高い評価
を頂きました。

また、医療機関との地道な接触の中でPCRに限定しない多くのシステム開発のご要望が
もたらされ、がん、アルツハイマー等の診断や治療に対応するPSS本来の開発事業も懸命に実施
され、新たな開発製品も試作され現在多くの製品化が計画されています。
新型コロナ対応が一段落する中、中期事業計画(～2025年６月期)「事業計画及び成長可能性に関

する説明資料」に基づき、下記５つの戦略的テーマ施策を推進し事業拡大による社会貢献に努め
てまいります。

①新規OEM契約締結に向けた契約締結交渉中、自社新技術開発及び新製品上市施策の実施
②全自動PCR診断装置専用PCR試薬調達
③上記①②の施策により販売製品を拡充して、自社ブランド製品の国内外販売網の拡大
④新宿ラボラトリ―の開設により自社自動化装置群並びに専用PCR試薬を有効活用した多種多様
な検査サービスの実施を計画しています。
⑤PSS大館試薬センター第二工場設立による遺伝子(核酸)抽出試薬カートリッジ量産体制確立
により、PSS協力企業グループとの製品コストダウン対応を実施中です。

 中期事業計画の前提となる事業戦略テーマには変更ないものの、最新の市場動向、現状の製品開発進捗、
上市計画を踏まえて中期事業計画予算の精査を実施しています。
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